
尾道市立三幸小学校

改善計画

7月 1月

〇授業改善
・GIGAスクール構想における単
元開発の推進（算数科におい
て，タブレット端末の共有機能
を活用した交流の実施によっ
て，思考力・表現力を育む）
・タブレット研修の充実
 （月に１回以上）

◯標準学力調査（算数
科）の思考力・表現力
を問う問題で全国平均
＋５ポイント以上
（１・２学期は，算数
科学期末テスト）

標準学力調
査（算数

科）全国平
均＋５ポイ

ント

算数科学期
末テスト通
過率８５％

90%

１学期末テスト算数科は全校平均が90.4点であった。内
訳は，知識・技能の正答率が91.5％，思考・判断・表現
力の正答率が89.3%であった。習得した知識・技能が思
考・判断・表現力に結びついていない児童も見られた。
その一つとして，単元のどこで，思考・判断・表現させ
るのか，場や時を単元計画に位置付けて指導する必要が
ある。また，ＩＣＴ機器等の活用を通して，自他の考え
を比較・分類する等の過程を通して求められる力を付け
させていくこと，そして，全児童が基礎基本の定着を図
るため，個別最適化の学びを確保していく。

○学びに向かう意識の向上
・振り返りの徹底と充実
・知識・技能，表現力，主体
性・協働性を意識したルーブ
リックによる評価

◯視点に沿った振り返
りができている児童
（教師アンケート）

80% 79%

視点に沿った振り返りができている児童は，目標値80％に
対し，達成値79%，達成度は98%であった。本校では振り
返りの充実を目指して教育活動を行っている。毎月実施して
いるノート交流会では，各学級の算数ノートを持ち寄り，自
己解決の過程や他者の意見を聞いて補足や修正が書き加えら
れているか等をもとに研修を行っている。また，「三幸小
ノートスタイル」を基に視点に沿って書かれたノートを「算
数ノート名人コーナー」として掲示することで学校全体とし
ての取組となってきている。今後，学年の系統性，取組状況
の提示・活用法，ICT機器の活用等をさらに研修，実践する
ことで児童に目指す力を付けていく。

◯国語科，算数科の単元
末に教科横断的なカリ
キュラムについて，記述
アンケートを実施。教科
名，内容，生活場面を具
体的に記述する児童
（児童アンケート）

80% 67%

児童の記述に対し，教師が内容を見取って結果を出して
いる。記述アンケート実施に際し，事前に「何が，どこ
までできていれば（記述していれば）具体的かつ内容を
伴ったものであるか，」「教科横断的な視点で書かれて
いるかの視点や基準」等をより明らかにして取り組むこ
とが十分でなかったことも今回の達成値につながってい
る。今後は，指導及び見取りの在り方を必要に応じて見
直していく。夏期休業中には，教科横断的な視点でカリ
キュラムマップを作成する。学習していることが，他教
科・領域，生活等の何とどのように関連しているのかを
児童に具体的に考えさせ，学びのつながりを意識させて
いく。

◯教科横断を意識した
授業についての意識調
査で「学びをつなぐこ
とができた」と答える
児童
（児童アンケート）

80% 88%

国語科・算数科において，学びをつなぐアンケートを
行っている。単元を終えた後，「学びをつなぐことがで
きたか」「どんな場面できたか」を具体的に児童が記述
する。学習を振り返るだけでなく，この学習が他教科・
領域，生活等の何と，どう結びついているのかを考える
ことで学びの有用感を感じることができる。教師は，カ
リキュラム・マネジメントの進捗状況をこのアンケート
からも把握することができる。学びをつなぎ，その結果
どうなったか，記述のみならず，児童の変容を追い，さ
らに取組を深めていく。

〇組織の決め事を取組の差なく
実践
・統一感・一体感のある組織体
制の確立

「安心して学校に通わ
せている」と肯定的評
価をする保護者９０％
以上（保護者アンケー
ト）

90% 94%

７月に行った保護者アンケートによると「安心して児童
を学校に通わせている」の項目において94％の家庭に肯
定的評価をしていただいた。反面，6％の保護者はその
ように感じていないことを示している。アンケートには
表せなかった保護者の心の底の部分の思いもしっかりと
受け止めながら、２学期も真摯に，地道に日々の実践を
進めるよう教職員で再認識をしていきたい。

〇業務改善の推進による子供と
向き合う時間の確保
・月１回は業務改善の知恵提
案・実施（働き方改革への意識
改革）

時間外在校等時間
の平均　前年度比
（同月）－５％

100% 0%

時間外在校等時間は,4月のみ－4％であったが，5月から
7月までは月平均＋16％であった。短いスパンでの勤務
状況の把握や，時程を工夫して業務時間を生み出す取組
が不足していたと考える。

　

m 改善案l コメントj 結果と課題の説明
イ ロ

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でな
い。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００

　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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97% B

k 二次評価

e 評価指標

a 　ミッション

学びをつなぎ　豊かに表現し　よりよいものを　主体的・協働的に求め続ける 三幸っ子の育成     ～　日々のひたむきな教育活動を通して　～

組織的なカリキュラム・マネジメントの機能化による教育活動の充実 a 　ビジョン
・子供の夢や希望の実現に向け，ひたむきに取り組む学校
・日々の実践を丁寧に積み上げる学校

b 中期経営目標

カリキュラ
ム・マネジメ
ントの推進

○小中９年間の系統を踏
まえたカリマネの推進
（学びをつなぎ，自ら探
求しようとする姿）
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ハ
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値

103% A

i

評

価

統一感・一体
感のある学校
体制づくり

危機意識を持ち,知恵を出
し合い，よりよいものを
求め続ける教職員

（常によりよいものを求
め続ける教職員の姿）
〈働き方改革の推進〉

52%

本年度，新しく要点に挙げている「知
識・技能」の向上が見られます。一人一
台のタブレットの環境が整い，ICT活用
の研修充実が成果を挙げたのだと思いま
す。

継続して取り組んでいるノート交流会の
研修は，学校全体の取組として発展し，
成果が表れていると思います。長年の積
み上げが児童に自信を付けさせていると
思います。今後も実践の継続を期待しま
す。

ルーブリック評価を効果的に取り入れ，
一人一人の自己肯定感をさらに高めて欲
しいと思います。

教育活動全体を通して，児童が着実に力
を付けているのではないかと思います。

このコロナ禍で保護者の肯定的評価が
94％は素晴らしい。保護者が安心して
学校に通わせているのは，先生方の子供
達に対する関わり方や学校の在り方の良
さが感じられるからであると思う。統一
感・一体感のある取組の継続と，保護者
へのタイムリーな情報発信が，保護者・
地域の方の安心感につながる。
時間外在校等時間の目標達成率が０％と
は，残念である。業務改善の知恵を出し
合って，子供と向き合う時間を捻出して
ほしい。

5

社会に出て活
躍するために
必要な資質・
能力の育成

「知識・技能」「表現
力」「主体性・協働性」
の着実な向上
（着実に基礎学力を身に
着け，自分の考えを持
ち，友達と協働して粘り
強く課題に立ち向かう
姿）
・GIGAスクール構想の推
進

令和3年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

予
測
不
能
な
社
会
を
生
き
抜
く
児
童
の
育
成

c 短期経営目標 d 目標達成のための方策

〇教科横断的なカリキュラムの
実践

・言語能力，情報活用能力，問
題発見・解決能力を活用したカ
リキュラムの作成

校内授業研究等，実際の授業場面で
ICT機器を何の目的で，どの場面で
活用し，その結果，児童にどのよう
な力が付いたのか等を協議する。そ
のことを通して指導方法の工夫改善
を図る。また目的に応じ，児童が主
体的にICTを活用できる力を低学年
段階から育む。

ノートに教師が児童に何を書かせた
いのか，価値の高い記述は何か（評
価規準の具体化）等，内容面の充実
を図る手立てを講じる。授業内容に
応じて，特に重点的に記述させる場
面を設けるなど，焦点化を図ること
で効果を高める。

テストだけでは評価ができにくい学
習内容や思考力などにおいて，ルー
ブリックの視点を取り入れ，学習到
達状況を評価するために生かす。そ
の際，結果とあわせ学びの過程を大
切にする。

HPや学校便り・学級便り等を通じ
て，学校の様子を常に発信してい
く。コロナ禍で，行事等が縮小され
ているが，日々の授業等子供達の様
子を見て頂く機会をつくるなど，客
観的な評価を得ることができるよう
に工夫をする。
短いスパンでの勤務状況の把握や，
月目標の設定，時程の工夫により，
時間外在校等時間の減少に努める。

記述アンケートでの達成値は６７％だけ
れど，多くの児童が，今の学習が他教科
や生活の中につながり，活かされている
ことに対する理解ができていると思いま
す。今後は，知・徳・体の視点でも，学
びをつなげて予測不能な社会を生き抜く
力を培って欲しいです。

就学前の保育の場面においては教科別で
はなく複合的な保育内容となっています
が，それでも学びをつなげることが難し
いことも多いです。しかし，資料からは
教科をこえて物事をつなげていく姿がよ
くみられました。横断的な視点で物事を
見ていくことの大切さを改めて感じまし
た。

児童個人がそれぞれの特徴を生かした学
習内容を展開していくことは困難である
と思いますが，一方的な指導内容ではな
く，個々の能力に応じた応じた指導方法
を考えていくことも大切だと思いまし
た。

アンケート項目を「個々の児童が目
標に近づくことができたのか，ま
た，到達できたか」等，個別の学び
の過程に軸を置く。そして児童の実
態把握を基に次の指導に生かす。

カリキュラム・マネジメントの研修
を行い，カリキュラムマップを見直
した。今の学習が，他教科・領域，
生活等の何とどのように関連してい
るのかを教師だけでなく児童に考え
させ，児童自身が学びをつないで考
えることの有用感を感じ取ることが
できるようにする。また，マップは
職員室及び各教室に掲示（可視化
し）実際にマップに書き込むなど活
用することで実感を伴わせる。

２学期も児童の実態把握に一層努
め，ICT機器も含めた児童同士の対
話・交流を重視した授業展開を行
う。また，補充学習の充実をさらに
図り基礎・基本の定着を図る。
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